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馬
木
地
区
の
新
た
な
課
題
や

現
行
事
業
の
見
直
し
、
継
続
的

な
取
り
組
み
を
含
め
て
検
討
を

行
い
、
令
和

2
年
度
か
ら
の

5

か
年
計
画
「
罵
木
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
皿
」
を
作
成
し
ま

し
た
。団

塊
の
世
代
が

75
歳
を
迎
え

る
2
0
2
3
年
に
は
、
後
期
高
齢

者
が
増
加
し
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
に
な
り
ま
す
。

罵
木
地
区
の
高
齢
化
率
も

4
¥
5
年
前
よ
り

30
％
を
越

え
、
現
在
で
は

3
3
.
3
％
と

3
人
に

1
人
が
高
齢
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

中
に
あ
っ
て
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
住
民
一
人
一
人
が
心

掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
て
、
隣
近
所
を
よ
く
知
り

日
頃
か
ら
お
互
い
仲
良
く
お
付

き
合
い
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
平
成

18
年
よ
り
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
で
き
る
、

”
あ
い
さ
つ
“
は
、
住
み
や
す
い
ま

叶んなで明るい参ちづくり

《属＊楯槍の蓼ちづく'l'lヲン皿》

令和2年 3月

罵木地区社会福祉協議会

ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。
あ

い
さ
つ
は
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
時

に
は
人
を
救
う
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
住
民

一
体
と
な
っ
て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
よ
り
一
層
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
馬
木
地
区
を
よ
り
安

全
・
安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
に

す
べ
く
、
引
き
続
き
防
犯
面
に
も

注
力
し
て
ゆ
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
こ
れ
ま
で
町
内
4
か
所
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
今
後
は
防
犯
灯
の
培
設
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
街

が
暗
い
と
犯
罪
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
し
、
カ
メ
ラ
と
防
犯
灯
の

相
乗
効
果
で
よ
り
街
の
安
全
性
は

高
ま
っ
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
を
含
め
、
馬
木
地
区
社
協

と
し
て
は
、

一
、
あ
い
さ
つ
運
動

一
、
防
犯
灯
の
設
置

一
、
子
ど
も
達
の
見
守
り

一
、
独
居
高
齢
者
及
び
老
々
家
族

の
見
守
り

一
、
健
康
長
寿
の
た
め
の
健
康
診

査
・
検
診
受
診
の
推
進

な
ど
を
主
要
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様

に
は
、
プ
ラ
ン
内
容
に
目
を
通
し

て
い
た
だ
き
、
馬
木
地
区
社
協
活

動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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令

利

2
年
度
主
な
取
り
組
み

0

0

 

覆
ヂ
翠
f
言
6

慧
ー
・
-
:

0
行
方
不
明
者
捜
索
シ
ス
テ
ム
を
町
内
会
の

班
単
位
管
理

〇
あ
い
さ
つ
運
動
を
旧
安
芸
町
と
一
体
で
行
う

0
町
内
会
末
加
入
世
帯
対
策
，

0
街
を
明
る
＜
、
防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

0
外
国
住
民
と
の
共
生
社
会
を
目
指
す

〇
狭
い
歩
道
の
整
備
要
請
、
避
難
経
路
の
周
知

国
翌
唱
』
屁
．

0-

0
公
衆
マ
ナ
ー
醸
成
、
犬
猫
飼
育
マ
ナ
ー
向
上

0
愛
の
献
血
会
（
馬
木
地
区
）

〇
健
康
診
断
受
診
運
動
の
実
施

『

m2-口叩
E
匹
雫
『
E
閲
9
-

0
地
域
児
童
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

0
平
和
学
習
、
子
ど
も
映
画
会

0
郷
土
芸
能
の
伝
承
、
伝
統
行
事
の
継
承

0
子
ど
も
会
の
活
性
化
支
援

0
子
育
て
支
援
、
虐
待
防
止
支
援

国日口`

m.. 

巴
E
厨
m
E
9
-

0
と
な
り
近
所
の
見
守
り
、
班
福
祉
委
員
会
議

0
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
助
成

0
い
き
い
き
サ
ロ
ン
増
加
支
援

〇
訪
問
配
食
、
ふ
れ
あ
い
会
食

〇
敬
老
長
寿
祝
い
品
贈
呈

0
高
齢
者
等
安
否
確
認
電
話
（
登
録
の
更
新
）

0
高
齢
者
等
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付

墨
蛮
云
温
畠
閲
9
-

0
「
う
ま
き
だ
よ
り
」
毎
月
発
行

0
「
う
ま
き
社
協
だ
よ
り
」
発
行

E
自
髯
匿
口
目
―

〇
理
事
会
、
三
役
会
議
、
区
社
協
へ
助
成
金
申
請

0
町
内
会
よ
り
会
費
徴
収
、
賛
助
会
員
募
集

〇
各
種
団
体
助
成
、
事
務
局
庶
務
他

世
界
的
に
拡
大
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
勢
い

が
衰
え
ま
せ
ん
。

園
内
で
は
、

5
月
に
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
移
動
や

活
動
自
粛
な
ど
の
制
限
緩
和
や

学
校
再
開
に
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
も
新
規
感
染
者
の
発
生
が

各
地
で
続
い
て
い
ま
す

今
後
の
対
応
と
し
て
「
新
し

い
生
活
様
式
」
が
示
さ
れ
、
一
人

一
人
が
、

ー
．
身
体
的
距
離
の
確
保

2
．
マ
ス
ク
の
羞
用

3
．
手
洗
い
や
消
毒
、

3
密
（
密

集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る

等
の
基
本
的
感
染
対
策
の
実
践

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
朝
定
時
の
体
温
測
定
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
発
熱
や
風
邪
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
無
理
を

せ
ず
自
宅
で
の
療
養
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
自
身
の
健
康
管
理
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
の
夏
も
、
厳
し
い
暑
さ

に
な
り
そ
う
で
す
。

高
温
や
多
湿
で
の
マ
ス
ク
着

用
は
、
熱
中
症
の
リ
ス
ワ
が
高

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

強
い
作
業
や
運
動
は
避
け
、
の

ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま

E
 

戦
択
羞
漏
麹
緊
掘
呻
塞
謬
詢
lJ

は、砿―――-＝戒レベル

3
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
が
発
表

さ
れ
、
事
前
避
難
な
ど
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
す
。

避
難
所
と
し
て
小
学
校
な
ど

め
な
水
分
補
給
が
大
切
で
す
。

が
あ
り
ま
す
が
、
避
難
所
へ
の

マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る
と
、
ロ

避
難
に
こ
だ
わ
ら
ず
安
全
な
場

も
と
が
蒸
れ
呼
販
も
し
づ
ら
く

所
に
あ
る
親
戚
、
知
人
宅
な
ど

な
り
ま
す
。
周
囲
の
人
と
十
分

複
数
の
避
難
先
を
確
保
し
、
分

な
距
離
が
確
保
で
き
る
場
合
は
、

散
避
難
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
を
ず
ら
す
な
ど
呼
吸
を

避
難
所
で
避
難
者
の
体
温
測

し
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

定
な
ど
を
し
て
受
け
付
け
を
し

少
し
で
も
体
調
に
異
変
を
感
じ

て
い
ま
す
。
発
熱
や
咳
、
強
い
だ

た
ら
、
速
や
か
に
涼
し
い
部
屋

る
さ
な
ど
、
体
調
に
異
変
が
あ

や
日
陰
、
風
通
し
の
良
い
場
所

る
場
合
は
、
申
し
出
て
く
だ
さ

に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

い。

3
蜜
を
避
け
る
ス
ペ
ー
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
確
保
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

と
し
て
、
冷
房
時
で
も
窓
開
放

ス
感
染
を
防
ぐ
対
策
を
し
て

や
換
気
扇
に
よ
っ
て
換
気
を
す

い
ま
す
。

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
換
気
に

避
難
所
に
入
ら
ず
に
、
車
で
過

よ
っ
て
室
内
温
度
が
高
く
な
り

こ
す
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
必
ず

が
ち
な
の
で
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
、

受
け
付
け
を
済
ま
せ
て
、
エ
コ
ノ

調
整
な
ど
を
こ
ま
め
に
し
ま

る

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど
に
も
売

し
ょ
う
。

鱈
〗
〗
〗

？a
T
E
L

守
り
ま
し
ょ
う
」
。

集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
で
洪

水
や
土
砂
災
害
が
起
き
や
す
い

季
節
で
す
。
雨
の
状
況
に
よ
っ
て

霞町から［●躙レベル0、01が

胃圃された圃鑢にお住攣いの方は、

すみやかに遺贈しましょう！ [。
9
・

董

珊嫡設備プラントで地豫を者える

⑪鞣西闘工業
ヘ所動

旬

．
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場
行
発
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（収入の部） 単位：円

【令和元年度決算書・2年度予算書】

（支出の部）

費目 前年度決算額 今年度予算額 摘要

前年度繰越金 1,344,171 743,757 

助成金並びに
731,210 730,000 区社協助成金、

交付金 市民安全推進助成金等

会費 446,750 446,750 250円X1787世帯

賛助金並びに
1,064,000 580,000 

贄助会費•寄付金、
寄付金 広報紙広告協賛

雑収入 143,326 13,010 
共同募金事務費、
預金利息等

合計 3,729,457 2,513,517 

単位：円

費目 前年度決算額 今年度予算額 摘要

事務費 56,124 60,000 消耗品、通信運搬費等

研修・会議費 42,448 45,000 研修会参加費等

負担金 39,000 40,000 区社協・区コミ協負担金等

事業費 2,602,807 1,963,000 新•福祉のまちづくり総合推進事業防犯カメラ等設置、各種団体助成等

広報費 225,321 240,000 広報紙作成費

寄付金 20,000 20,000 

次年度繰越・予備費 743,757 145,517 

合計 3,729.457 2,513,517 

【令和2年度馬木地区社会福祉協議会新理事】

氏 名 選出団体名 社協所属部名

小野村亮二 大原一区町内会 住民親交部

堤田正行 大原二区町内会 住民親交部

上田盛之 馬木公民館 住民親交部

高橋昇 紙屋町内会 瑣境衛生部

生田武 福木地区民児協 環境衛生部

加治ますみ 馬木ハイツ町内会 環境衛生部

上野文子 福木地区民児協 青少年育成部

氏 名 選出団体名 社協所属部名

大村郁夫 下条町内会 青少年育成部

恒森史子 安芸ハイツ町内会 青少年育成部

綾部俊彦 やまのうえ町内会 青少年育成部

松尾良平 福木中学校PTA 青少年育成部

田中新吾 福木小学校PTA 青少年育成部

宮崎由紀江 福木地区民児協
局齢者支援・
ボランティア部

日野田麻紀 福木学区体育協会 広報部

帆前まゆみ 福木地区民児協 広報部

地域社会の発展と活性化に努めます

一゚広島東部地区マツダOB会
（馬木•福田・上温品・温品）

中 国 運 輸 局 指 定 民間車検工場

株式会社ドイ•モーター
車検／整備／新車・中古車販売・買取り

板金・塗装修理／ボディコーティング

自賠責・自動車保険

〒732-0031 広島市東区馬木 4丁目 1439-1

TEL (082) 899-5656 (代） FAX (082) 899-2096 

eフ"J;J-11,-:,・:, 
広島馬木店

東区馬木 5丁目1699-1

匹 899-2911

女緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

株式会社小畠造園
TEL(082)899-2037 

隣近所で仲良くしていくことが福祉の原点です。 まず、挨拶を！！
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早
い
も
の
で
新
型
コ
ロ
ナ
ヴ

イ
ル
ス
と
の
共
存
生
活
が
半

年
を
過
ぎ
、
新
し
い
生
活
様
式

が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
も
、

6
月
か

ら
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
で
は
生
徒
の
声
が

響
き
渡
っ
て
い
て
、
う
れ
し
い

限
り
で
す
。

し
か
し
、
気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
以
前
の
よ
う
な
生
活
は
ま

だ
先
、
い
や
も
し
か
す
る
と
も

う
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、

3
1
2
名
の
生
徒
が
将
来
、
自

立
し
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ

う
な
人
に
成
長
さ
せ
る
こ
と

は
学
校
の
使
命
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
ぶ
ア
と
い
う
時
間
を

大
切
に
し
、
生
徒
た
ち
が
持
っ

て
い
る
無
限
の
可
能
性
を
伸

ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
と
共
に

ぶ
ア
こ
の
瞬
間
を
全
力
で
過
ご

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

r
,9
'
福
木
中
学
校
長

み
つ
よ
し
ひ
で
き

＼

光
好
秀
紀

本
当
に
大
切
に
し
た
い

ク
4

ア
と
い
う
瞬
間

こ
の
た
び
、
福
木
小
学
校
長

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
冨
樫

正
彦
と
申
し
ま
す
。

福
木
小
は
、
元
気
よ
く
挨

拶
が
で
き
る
明
る
い
子
供
た

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
感
心
し
て

い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て

い
る
学
区
で
、
愛
情
深
く
育

ま
れ
た
子
供
た
ち
と
福
木
小

の
先
生
方
で
『
深
く
学
ぶ
・
エ

夫
し
て
活
動
す
る
・
気
持
ち

の
よ
い
学
校
』
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
の
宝
で
あ
る
子
供
た

ち
が
、
す
く
す
く
と
成
長
で

き
る
よ
う
今
後
も
引
き
続
き

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

教
職
員
一
同
力
を
合
わ

せ
、
福
木
小
の
子
供
た
ち
に

た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

，
福
木
小
学
校
長

と
が
し

ま
さ
ひ
こ

冨
樫
正
彦

＼
 

屋敷跡石垣

今
回
は
、
二
宮
太
郎
右
衛
門

屋
敷
跡
に
つ
い
て
の
ご
案
内
で

す
。
そ
の
ま
え
に
、
二
宮
太
郎
右

衛
門
と
は
二
宮
信
濃
守
就
辰
と

い
っ
て
、
天
文

18
年

(
1
5
4
9
)

4
月
17
日
に
山
県
郡
壬
生
町
大

字
川
井
村
で
生
ま
れ
、
慶
長

12

年

(
1
6
0
7
)
5
月
3
日
に

59

歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
毛
利
氏
の
中
国
地

方
平
定
、
慶
長

5
年

(
1
6
oo) 

の
関
ヶ
原
役
後
の
山
口
下
向
と
、

常
に
毛
利
氏
の
命
脈
と
と
も
に

あ
り
ま
し
た
。

就
辰
の
母
は
備
後
国
矢
田
甲

斐
守
の
息
女
で
、
父
は
二
宮
土

佐
守
春
久
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
実
は
毛
利
元
就
が
本

当
の
父
で
、
元
就
の
六
男
に
あ

た
り
ま
す
。

彼
の
業
績
は
、
広
島
城
の
築

城
に
当
た
り
普
請
奉
行
と
し
て

活
躍
の
ほ
か
馬
木
村
亀
山
八
幡

宮
の
再
建
、
ま
た
灌
漑
用
天
池
、

水
路
を
開
削
し
て
、
田
地
の
開

発
等
に
も
気
を
配
っ
て
い
た
と

誇
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
秘
の
里
馬
木

2
 .

.

 
8

釘
5
げ
咋
R

馬
木
の
歴
史
を
保
存
継
承
す
る
会

樫

原

猛

【編集後記】今年も梅雨前線が停滞し局地的な集中豪雨

があり、九州地方などで河） 11の氾濫や土砂災害が発生し、

多くの犠牲者がでる甚大な被害を受けました。降雨情報

などをこまめに聞き、災害に備え明るいうちに命を守る行

動をしましょう。

気くばり、木くばり。
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m中コご輝丘
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地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
賛
助

会
員
の
加
入
申
し
込
み
及
び
賛

助
金
•
寄
付
金
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
等
は
、
馬
木
地
区

社
協
の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

加
入
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
一

□

千

円
、
何
口
で
も
結
構
で
す
。

各
町
内
会
長
ま
た
は
馬
木

地
区
社
協
会
計
升
川
康
仁

(
8
9
9
|
8
7
6
6
馬
木
郵
便

局
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

造園・土木

（有）ミヤモト緑化産業

代表取締役 宮本 好司

馬木 6丁目 1713-3

TEL899-2009 FAX899-3313 

心と心を結9ぷ

虹と虹の里居宅介護支援事業所
ふたがわ

担当

広島市東区馬木二丁目1398-1

TEL. (082) 508-5551 


